
平成２９年度 東横関町八幡社祭礼記録

１．日時：平成２９年５月３日（水）９：００～（祭礼開始）

２．場所：東横関町春日神社本殿横、八幡社

３．出席者：自治会長 小西信弘、副自治会長 舩橋雄平、氏子総代 荒川敏和

  組長 １組 荒川敏和、２組 舩橋勘一郎、３組 船橋光雄、４組 船橋紀雄

４．当日までの経過

  １）4 月前半に自治会長が東横関町自治会長、氏子総代（岡村さん）に挨拶に出向く。

  ２）4 月 27 日に自治会長と氏子総代で、東横関町氏子総代宅を訪問。東横関町自治会

長も同席して当日の段取りを打合せ。当日は東横関町は参拝せず、社務所で控えて

もらうが、祭礼後の直会（なおらい）には同席してもらう事で合意。当日出席予定

は、氏子総代 3 名と自治会正副会長の 5 名予定。東横関町役員の皆さんには 8:45

に社務所を開けて、待機してもらう事にした。

５．当日の模様

１）8:30 に竹町公民館を出発。8:40 には社務所で東横関役員、宮司とも合流。

２）祭壇を設営して、お供え物等を供える。

３）9:00 祭礼開始、宮司の祝詞の後、玉串奉奠を役員全員がして終了（9:20 頃）

４）9:30 より直会。氏子総代の挨拶の後、神酒を戴きながらしばらく懇談。

５）9:50 には社務所を退去。

６．お供え物

  宮司に確認結果、草木祭と同様の供え物で可とのこと。

  １）神酒 1 本

  ２）乾物類（昆布、椎茸、丁字麩、さきイカ）

  ３）果物（リンゴ、夏みかん）

※東横関町には御礼の意味で神酒とは別に清酒 1 本を渡す。

７．宮司御礼は草木祭と同一で 1 万円とし、御足料 5 千円を付けた。

８．祭礼の模様

    （宮司の祝詞奏上）               （役員の参拝）



（直会の様子）

（お供えもの①）              （お供えもの②）

平成 29 年度氏子総代 荒川敏和 記


